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特集① Special edition

公益社団法人 霧島市シルバー人材センター
会員数975名（男性582名　女性393名）平成30年8月1日現在

竹灯籠の光が幻想的な空間を作り出し、
その中で素晴らしい夜景とお月様を鑑賞
しましょう

9.23

9月23日

日

★場　所 城山公園

雨天決行

18：00～21：00

★内　容　・お月見だんご作り体験
　　　　　・フォトコンテスト
　　　　　・お月見弁当（観覧車乗車券付）ジュース、ビール、
　　　　　　おつまみ等販売します
　　　　　　※お月見弁当は事前予約が必要です（１ヶ＝500円）

★お誘い合せのうえ、ぜひお越し下さい。

城山公園

◆時　間　17：00～21：00

◆内　容　二人の出会いをサポートします。

◆対　象　30才～50才位までの独身の男女

◆参加料　男性3,000円　女性2,000円

　　　　（アルコールはありません）

◆定　員　男女ともに20人

城山公園管理事務所
TEL. 46-1561

TEL. 42-8585
FAX.46-1953

問い合わせ・申込先

城山公園 

事前申込

定員になり次第締め切らせていただきます。

鹿児島県シルバー人材センター連合会公益社団法人後援

公益社団法人
（主催）

霧島市シルバー人材センター

平成30年

運命の出会いはすぐそばに…!!

お
月
見

城山公園で
お月見をしませんか？

の
実
り
に
感
謝
し
、

　
満
月
に
豊
作
を
祈
願
し
よ
う
！

日

平成30年

10.7
◆場所

西郷さんがやってきた!
特集② Special edition

シルバーアーティスト図鑑

霧島市 城山公園フォトコンテスト
お月見イベント会場の様子、そこから見える景色

豪華賞品あり!

第 1回

詳しくは下記までお問い合わせ下さい

婚活イベント

秋

中秋の名月にフォーカス!
応募
条件
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城山公園「お月見イベント」のひと

コマです。昼間の様相とは一変し竹

灯籠が幻想的な光を放ちます。（裏面

広告参照）

竹灯籠は、地域の実行委員会のご協

力を頂いております。

今年は10月20日・21日に金剛寺竹

灯籠祭2018が行なわれます。

幻想的な空間に是非足を運んで見て

は…

　NHKの大河ドラマ

「西郷どん」の放映に

合わせ、当センターで

も様々な仕事が飛び込

んできました。

　特集①ではその一部

を紹介します。

　弘化三年に、小吉は名前を吉之助に改めます。その時

の仕事は年貢の徴収を行う補佐役でした。この年は、雨

の影響で思うような米の収穫が見込めませんでした。

　そのため、なんとか年貢を減らしてもらえないかと百

姓たちが助けを求めてきます。しかし、吉之助は補佐役

のため自分ではどうすることもできない状況でした。

　そこに、農家の家に借金取りがやってきます。なん

と、借金のかたに貧しい農民の娘を売り飛ばすと言うの

です。みかねた吉之助が、借金を肩代わりするという

シーンがあります。この場面が霧島市隼人町小浜で撮影

され、右上（写真①）を当センター会員が建築いたしま

した。

　西郷どん村の管理を行っています。大河ドラマ「西郷ど

ん」の効果もあり１日平均100人の方が来訪されています。

ぜひ見学に来て下さい。

　館内庭園横には西郷さんが日当山を訪れた

際、馬をつないだというイヌマキがあり、

悠久の歴史に思いを馳せてみては。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ッ
フ
に
現
場
で
打
合
せ
が
し
た
い

と
の
こ
と
で
、
案
内
さ
れ
た
場
所
は
、
稲
穂
の
つ
い

た
棚
田
、
眼
下
に
は
錦
江
湾
が
広
が
り
、
そ
し
て

そ
こ
に
浮
か
ぶ
桜
島
が
一
望
で
き
る
素
晴
ら
し
い

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
隼
人
町
小
浜
の
小
牧
で
し
た
。

　
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
の
撮
影
用
の
建
物

を
こ
の
た
ん
ぼ
の
中
に
造
っ
て
ほ
し
い
と
相
談
、
一

瞬
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
武
家
屋
敷
と
思
い
「
よ
っ

し
ゃ
ー
」
と
声
を
挙
げ
ま
し
た
が
要
望
さ
れ
た
建

物
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
思
い
も
し
な
い
人
生
ど
ん

底
の
百
姓
が
生
活
す
る
貧
弱
な
家
で
し
た
。
こ
の

仕
事
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
お
願
い
し
ま

す
、
と
言
わ
れ
た
時
は
生
涯
二
度
と
無
い
光
栄
な

こ
と
と
思
い
ま
し
た
。

　
三
人
の
会
員
の
方
に
協
力
を
頂
き
、
と
り
あ
え

ず
ど
ん
な
材
料
が
ど
れ
だ
け
必
要
か
色
々
と
考

え
、
「
江
戸
時
代
の
物
が
量
販
店
に
あ
れ
ば
な

あ
」
と
冗
談
を
言
い
な
が
ら
市
内
を
軽
ト
ラ
ッ
ク

で
走
り
回
り
ま
し
た
。
こ
の
材
料
集
め
が
一
番
大

変
な
作
業
で
し
た
。

　
集
め
た
材
料
は
、
白
蟻
が
付
い
た
腐
っ
た
木

材
、
す
す
で
黒
く
焼
け
た
板
、
古
い
孟
宗
竹
、
掛

け
干
用
の
木
杭
、
杉
の
皮
、
カ
マ
ド
用
の
石
、
カ
ズ

ラ
、
む
し
ろ
、
腐
っ
た
丸
太
、
腐
っ
た
草
な
ど
集
め

ま
し
た
。
屋
根
葺
き
用
の
わ
ら
と
、
む
ぎ
わ
ら
は

市
役
所
の
方
に
揃
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
シ
ル
バ
ー
会
員
で
見
積
専
門
員
と
し
て

特集 1

西
郷
さ
ん
が
や
っ
て
き
た
！

第2話のあらすじ

冨吉 政茂 会員

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
職
は
、
で
っ
ど
ん

（
大
工
）
を
二
十
年
、
建
築
の
監
督
を
二
十
五
年
、

そ
し
て
相
棒
は
、
で
っ
ど
ん
歴
五
十
年
の
親
分
で

す
。
今
、
道
路
維
持
班
で
活
躍
中
で
す
。

　
さ
て
、
二
人
で
い
よ
い
よ
建
て
方
で
す
。
柱
を
左

に
斜
め
に
し
前
の
方
に
も
斜
め
に
建
て
、
柱
、
桁

の
取
り
合
い
が
腐
っ
て
、
釘
、
ビ
ス
が
使
え
ず
番

線
で
縛
り
、
番
線
が
見
え
な
い
よ
う
に
カ
ズ
ラ
で

隠
し
、
屋
根
は
掛
け
干
の
杭
を
カ
ズ
ラ
で
縛
り
そ

の
上
に
竹
の
四
割
を
横
に
そ
の
上
に
麦
わ
ら
、

腐
っ
た
草
を
乗
せ
て
、
そ
の
上
に
ま
た
四
割
の
竹

を
上
下
カ
ズ
ラ
で
縛
り
、
下
か
ら
見
る
と
青
空
が

見
え
る
粗
末
な
屋
根
で
す
。
壁
は
す
す
で
黒
く
焼

け
た
板
の
上
に
杉
の
皮
を
竹
で
押
え
、
カ
ズ
ラ
で

縛
る
。
一
部
壁
は
む
し
ろ
を
下
げ
て
も
う
一
部
屋
あ

る
よ
う
に
見
せ
る
。
床
は
土
間
に
雨
戸
を
置
き
そ

の
上
に
む
し
ろ
を
敷
き
ま
し
た
。
（
写
真
①
②
）

　
今
に
も
倒
れ
そ
う
な
貧
弱
な
家
の
完
成
で
す
。

八
月
二
十
日
に
検
査
を
受
け
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
監
督
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
美
術
の
方
々
に
手
直
し
等
無

く
素
晴
ら
し
い
の
が
出
来
ま
し
た
と
言
わ
れ
て
、

猛
暑
の
中
苦
労
し
た
の
が
喜
び
に
変
わ
っ
た
瞬
間

で
し
た
。
携
わ
っ
た
皆
に
感
謝
で
す
。
テ
レ
ビ
放
映

を
見
た
時
は
全
身
鳥
肌
で
釘
付
け
で
し
た
。

　
リ
ハ
ー
サ
ル
中
、
鈴
木
亮
平
氏
と
肩
を
組
み
建

物
の
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
又
、
仙
巌
園
で

の
撮
影
中
に
も
招
待
を
受
け
、
島
津
斉
彬
役
の
渡

辺
謙
氏
と
の
２
シ
ョ
ッ
ト
の
写
真
も
撮
っ
て
も
ら

い
、
西
郷
ど
ん
に
感
謝
感
謝
で
す
。
一
生
の
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

せ
ご
ど
ん
と
で
っ
ど
ん

まっすぐな家を建
てたこ

ちゃあっどん、斜
めの家

を建てたとは、は
いめっ

じゃった

センター会員の話

紙芝居での説明を行っています

日当山西郷どん村（写真左　西郷さんが馬をつないでいたというイヌマキです） 写真①　西郷さんが借金を肩代わりした貧しい農民の娘「ふき」の家

冨
吉 

政
茂 

会
員
（
国
分
地
区
）

写真②

当センターでは
お弁当「せごどん物語」
を作っております。

ご注文承ります（5個以上）

（国分地区）
服部 勝美 会員
（国分地区）

解釈
「まっすぐな家を建てたことはあるけれど、
　斜めの家を建てたのは初めてだった」とのこと

（第2話、第3話に登場いたしました。）

こん、はしごも
大変じゃった

（
大
工
さ
ん
）



書
道

油
絵

風
車
つ
く
り

竹細工つくり

ガラス彫刻

①経歴
・退職後に61歳から絵を始める。１年目は公民
館講座に通って学びました。

②絵を始めたきっかけ
・小さい時から絵を描くことが好きでした。
　子供の絵画道具があったので始めました。

③作成方法
・仕事があるときは、夜から朝５時ころまで描
いています。部屋で描くと油のにおいがこも
るので外で描いています。描いているときは
無心になれるのでそれがいい。

④その他
・市の美術展等にも出展したことがあり、賞もいただ
いた。

・日当山西郷どん村の紙芝居も描いています。
・「50年の孤独」は、池田会員が高等学校卒業の年
に、霧島神宮駅に設置された、思い出のポストで
す。

①経歴
・長年ホテルマンとして勤務する。
　霧島国際ホテルに25年勤務、人吉湯前町で町営温泉「湯泉里」
の支配人を11年、富山宇奈月温泉の国際観光ホテル延楽に8年
半勤務し、昨年12月に帰省する。
②作成し始めたきっかけ
・蒲生の物産館で販売されているのを見て作り始めました。
　文字も社会人になってから書道を始めていたので、その特技を
生かして出来ると思った。
③作成方法
・山から竹を切ってくるところから始めます。文字を竹に書き、
彫刻刀で縁取りをした後、全体をガスバーナーで焼き、そのあ
と文字全体を彫刻刀で掘っていくが、慎重にやらないと竹の皮
が筋目に沿って裂けてしまい商品にならなくなる。土台になる足の部分は、温めながら少しずつ曲げて作りま
す。一つの作品に１週間程度かかる。１万円程度で販売しています。
④その他　　
・「西郷どん村」に西郷隆盛、「塩浸温泉龍馬公園」に坂本龍馬の上口会員作の竹灯篭が置かれています。

①経歴
・県外でコンビナート技術者として働いた後、
ガス会社に22年間勤務して56歳で退職、平成
20年からガラス彫刻を始めました。一方、書
道教室を開きたくて、通信教育で師範免許を
取得。現在国分西小学校で教えています。

②経歴
・美術が好きで画家になりたくて、美術の高校に行きた
かったが、断念しました。退職後、怪我をして、たま
たまインターネットでガラス彫刻があることを知りそ
の美しさと、自分の好きな美術を生かした、人を喜ば
せることのできる仕事だと思い始めました。

③作成方法
・ガラスに細かい粒子の砂を高速で吹き付け、削るような形で彫刻をしていきます。集中力が必要で仕事は半日
しかできません。彫刻の後、４回重ねで色付けをします。
④その他
・デザインのためのパソコンソフトを覚えるのがとても大変でした。
・採算の合わない仕事だが、好きなことができていることは、妻の理解があってからこそであり、感謝しています。

①経歴
・宮崎県都城市に生まれる。父親が中国上海から溝
辺に引き上げてきたため、溝辺中学校に入学す
る。加治木高校に進学、その後溝辺町役場に勤務
する。
②書道を始めたきっかけ
・戦前、女学校の先生が書道塾をやっており、本来
なら小学校２年生からの受け入れだったが１年生
から入れてもらい始めました。当時は紙もなく新
聞紙に基本点画を徹底的に練習しました。
③その他
・書道と同時に空手もやってきました。
・多数の個展や多くの人に頼まれて書を書いてきま
した。「溝辺の西郷銅像の由来」他

・書道教室を開いており、子どもを中心に教えてい
ます。
・今でも一町歩の田んぼも作っています。

シルバーきりしま 第12号 04シルバーきりしま 第12号 05

特集 2

シ
ル
バ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
図
鑑池田　 修  会員（隼人地区）

霧島市長室に架けられている
最勝寺会員の書「霧島の邦」

①
作
者
の
経
歴
な
ど

②
始
め
た
き
っ
か
け

③
・
④
作
成
方
法
、
　そ
の
他

①経歴
・市役所退職後、宮之城伝統工芸センターに平成24年4月から半年通
い、竹細工づくりの技術を習得しました。
②風車を作り始めたきっかけ
・退職してから何かをやりたいという思いがあり、元々物づくりが好き
で竹に興味があったことと、手先が器用だっ
たことから宮之城伝統工芸センターに通い竹
細工を習い始めました。たまたま店頭にあっ
た風車を見て、作ってみようと思い、独自で
考えながら作ってみました。
③作成方法
・竹ひごを作るのが非常に難しい。厚さ0.2㎜で

異なる３つの幅の竹ひごを作り、異なる大きさの風車の材料にしています。
・竹ひごを作る道具（刃物）も自分で作っています。
・３段の風車を作っていますが、回る方向を変えるために、竹の編み方を変えています。３段の風車
の間には拾ってきたどんぐり（アカガシ）を使っています。また紙は手すき和紙を使っています。
④その他　出来上がった風車は近くの子ども達に無償で提供しており、喜んでもらっています。

立野  良人  会員（国分地区）

迫田  清身  会員（隼人地区）

「50年の孤独」

最勝寺 良寛  会員

上口  幸三  会員（牧園地区）

（溝辺地区）



　今
吉
製
茶
（
有
）
は
、
大
正

６
年
創
業
、
昨
年
創
立
１
０

０
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。
先
々
代
、
先
代
と
こ

の
霧
島
の
地
で
味
・
香
り
に
こ

だ
わ
り
、
お
茶
一
筋
で
創
業
し

て
お
り
ま
す
。

　シ
ル
バ
ー
の
皆
様
、
地
元
の

皆
さ
ん
、
契
約
農
家
の
ご
協

力
無
し
で
は
出
来
な
い
と
、

日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　シ
ル
バ
ー
の
皆
様
に
は
、
特

に
無
理
を
言
い
急
な
お
願
い

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
畑
の

草
取
り
、
苗
植
え
と
腰
の
痛

く
な
る
よ
う
な
作
業
ば
か
り

で
す
が
、
快
く
お
受
け
下
さ

り
大
変
あ
り
が
た
く
思
う
こ

と
で
す
。
畑
の
管
理
が
一
番
大

変
な
作
業
な
の
で
、
シ
ル
バ
ー

の
皆
様
の
人
材
が
な
い
と

や
っ
て
い
け
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま

す
。　自

分
達
よ
り
も
、
は
つ
ら
つ

と
元
気
な
お
姿
で
、
一
緒
に
仕

事
を
す
る
と
色
々
な
お
話
も

聞
け
て
、
勉
強
に
も
な
り
、
ま

た
何
よ
り
元
気
を
頂
い
て
い

ま
す
。

　ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
、

無
理
は
せ
ず
、
お
体
に
気
を

付
け
て
そ
の
元
気
な
姿
で
、

畑
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　私
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は

５
年
前
か
ら
で
す
。
千
葉
県

か
ら
転
居
し
て
少
し
落
ち
着

い
た
頃
、
衣
服
の
整
理
が
出

来
ず
相
談
し
た
こ
と
か
ら
で

す
。
２
人
の
女
性
が
来
ら
れ

て
私
の
話
を
聞
い
て
く
れ
て
、

タ
ン
ス
の
引
き
出
し
に
中
身

が
分
か
る
よ
う
に
シ
ー
ル
に

書
い
て
く
れ
た
。
そ
れ
か
ら

季
節
の
変
わ
る
時
に
衣
服
の

入
れ
替
え
や
洗
濯
を
ラ
ン
ド

リ
ー
で
し
て
も
ら
う
。
又
別
の

女
性
は
食
事
の
支
度
を
し
て

く
れ
る
。
一
人
暮
ら
し
で
食
べ

た
い
も
の
を
言
う
と
美
味
し

く
作
っ
て
く
れ
る
。
三
人
共

手
際
よ
く
上
手
に
私
が
思
っ

て
い
る
以
上
に
手
助
け
し
て

く
れ
る
。

　私
の
趣
味
は
花
つ
く
り
で

春
は
さ
く
ら
草
、
夏
は
朝
顔
、

秋
は
菊
と
四
季
折
々
の
花
を

咲
か
せ
眺
め
て
は
楽
し
ん
で

い
る
。
趣
味
の
手
助
け
は
菊

の
花
づ
く
り
の
仲
間
が
加
勢

し
て
く
れ
る
。
生
活
の
事
、
趣

味
の
事
頼
め
る
人
達
が
い
て

安
心
し
て
生
活
し
て
い
る
。

　残
り
の
人
生
に
目
標
を
立

て
て
い
る
。
今
92
才
で
後
３

年
は
趣
味
に
打
ち
込
ん
で
、

96
才
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
庭
を

眺
め
な
が
ら
、
余
暇
を
楽
し

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

の
要
望
が
あ
る
。
今
来
て
い
る

人
達
に
私
が
生
き
て
い
る
間

は
ず
ー
っ
と
来
て
欲
し
い
。
私

の
健
康
は
趣
味
を
楽
し
み
、

頼
れ
る
人
達
が
周
り
に
い
て

毎
晩
決
め
た
量
の
晩
酌
を
し

て
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
こ

と
か
な
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
早

く
も
10
年
目
に
な
り
ま
す
。
入
会
時
は
右
も

左
も
何
も
分
か
ら
ず
、
家
の
回
り
の
草
払
い

程
度
の
事
位
し
か
出
来
な
か
っ
た
主
人
も
、
今
は
日
焼
け
し

て
逞
し
く
成
っ
た
様
で
す
。

　
作
業
後
の
楽
し
み
は
ダ
レ
ヤ
メ
で
す
。
最
近
は
帰
宅
の
一

声
は
疲
れ
た
！
で
す
。
そ
れ
で
も
毎
日
風
呂
上
が
り
の
ビ
ー

ル
は
格
別
の
よ
う
で
す
。
こ
の
頃
は
外
で
飲
む
事
も
少
な
く

な
り
、
晩
酌
が
唯
一
の
楽
し
み
の
様
で
す
。
作
業
後
帰
宅
し

て
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
様
子
を
見
て
「
何
か
良
い
事
で
も

有
っ
た
？
」
と
尋
ね
る
と
「
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
き
嬉
し

か
っ
た
」
と
得
意
気
に
話
を
し
ま
す
。
地
域
の
方
々
に
喜
ん

で
頂
く
事
、
地
域
に
貢
献
す
る
事
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
様

で
す
。
元
気
な
う
ち
は
大
い
に
外
に
出
て
地
域
の
方
々
と
接

し
、
仲
間
と
接
し
、
い
い
汗
を
流
し
有
意
義
な
日
々
を
過
ご

し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
、

シ
ル
バ
ー
の
作
業
に
協
力
出
来
る

限
り
、
私
も
陰
な
が
ら
応
援
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
父
は
私
を
お
父
さ
ん
子
だ
と

公
言
し
て
い
る
。
何
が
根
拠
だ

か
恥
ず
か
し
く
思
う
が
私
自
身

否
定
出
来
な
い
。

　
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
父
の
後

を
付
い
て
回
っ
て
い
た
。
父
が

木
を
切
り
、
釘
を
打
ち
、
物
を

作
り
出
す
の
が
面
白
か
っ
た
。

何
よ
り
父
の
大
工
姿
が
好
き
だ
っ
た
。

　
し
か
し
父
の
仕
事
が
無
く
長
ら
く
貧
し
い
時
期
が
あ
っ

た
。
そ
れ
で
も
父
が
錆
び
た
財
布
か
ら
出
す
千
円
札
で
ア
イ

ス
や
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
て
く
れ
た
記
憶
が
あ
る
。
今
で
は
小

綺
麗
な
財
布
を
『
好
き
な
物
を
買
え
』
と
渡
し
て
く
れ
る

が
、
そ
の
財
布
の
重
み
が
一
生
懸
命
働
き
、
苦
労
を
乗
り
越

え
て
来
た
証
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
父
へ
の
感
謝
は
私
を
愛
し
、
育
て
て
く
れ
た
事
は
勿
論
だ

が
、
私
の
友
達
を
何
時
で
も
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
受
け
入
れ
て

く
れ
る
事
に
も
あ
る
。
お
陰
で
父
に
紹
介
し
た
友
達
は
皆
口

を
揃
え
て
『
良
い
お
父
さ
ん
だ
ね
』
と
言
う
。

　
人
の
話
は
聞
か
な
い
、
口
は
悪
い
と
母
を
悩
ま
す
人
で
は

あ
る
が
、
四
十
過
ぎ
の
娘
を
今
だ
に
甘
や

か
し
て
く
れ
る
父
に
元
気
で
長
生
き

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

好　評
販売中

1袋（体積18L） 300円
4袋以上の購入者は１袋250円で販売

ねんりん隼人駅前店 / ねんりん国分店 / 隼人事務所

剪定枝葉を

有効活用してい
ます販売所

土壌改良剤

シルバーきりしま 第12号 06シルバーきりしま 第12号 07

今
吉

　耕
己 

様

と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
！

シルバー
ありがとう！

 さん
発 注 者 の 声

今
吉
製
茶
㈲  

代
表
取
締
役

（
溝
辺
）

（
国
分
）

私
の
生
活
を
支
え
る
人
達

服部  勝美 会員
（国分地区）

深川  正志会員
（横川地区）

父
へ

深
川 

富
貴
子 

様

娘 

美
奈
子 

様
よ
り

あなたの力が地域を生かす
シルバーで一緒に働いて見ませんか

入会説明会
毎月 日 13：30～（2時間程度）（土・日・祝日の場合前日金曜日となります）20
霧島市内にお住まいで、60歳以上の健康な方ならどなたでも入会できます。
毎月１回入会説明会を行っています。お気軽にお問い合わせ下さい。

山
下

　純
孝 

様

応
援
し
て
い
ま
す

シルバーで

大変ご活躍

されていま
すよ!

奥
様 

広 告



M e m b e r  S t r u g g l e s
久
保
　
正
人
（
国
分
）

長
田
　
　
繁
（
国
分
）

松
元
　
久
夫
（
国
分
）

福
永
　
初
男
（
国
分
）

津
山
千
津
子
（
国
分
）

山
内
　
ミ
ヨ
（
国
分
）

藤
田
　
　
勇
（
国
分
）

三
宅
百
合
子
（
隼
人
）

小
原
千
江
子
（
隼
人
）

大
平
　
弘
子
（
隼
人
）

赤
塚
　
　
勝
（
隼
人
）

梅
田
　
寿
子
（
隼
人
）

種
子
田
秀
則
（
隼
人
）

有
馬
ヤ
ス
子
（
隼
人
）

藤
原
ヨ
シ
子
（
隼
人
）

大
當
　
信
雄
（
牧
園
）

田
中
　
丈
雄
（
霧
島
）

川
畑
　
勝
義
（
霧
島
）

藺
牟
田
満
雄
（
福
山
）
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事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

毎
日
元
気
に
働
い
て
い
ま
す
。
家
に

帰
る
と
今
日
の
出
来
事
を
お
互
い

に
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な

い
と
話
し
た
り
し
て
、
以
前
よ
り
会

話
が
増
え
て
、
た
ま
に
し
ゃ
べ
り
す

ぎ
て
嫌
が
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　私
の
楽
し
み
は
、
仕
事
か
ら
帰
っ

て
ビ
ー
ル
と
焼
酎
を
飲
ん
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
疲
れ
を
取
る
こ

と
で
す
。
ゴ
ル
フ
が

大
好
き
な
の
で
、

今
の
仕
事
が
非

常
に
役
に
立
っ

て
い
て
、
身
体

を
鍛
え
な
が
ら

小
遣
い
稼
ぎ
が

出
来
、
元
気
に

働
き
職
場
の
方
々

と
会
話
を
楽
し
め

て
、
一
日
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
ま
す
。

　残
さ
れ
た
任
期
を
、
会
員
さ
ん
と

の
パ
イ
プ
役
で
誠
意
を
込
め
て
や
り

遂
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一

人
が
ひ
と
り
、
の
気
持
ち
で
会
員
増

強
に
努
め
、
楽
し
く
集
え
る
仲
間
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
!!

　４
年
前
、
埼

玉
か
ら
牧
園
に

引
っ
越
し
て
先

ず
、
家
の
改
築
を

し
て
毎
日
忙
し
い
思

い
を
し
て
、
い
ざ
完
成
し

て
み
る
と
暇
を
持
て
余
す
様
に
な

り
、
さ
て
何
を
し
た
ら
と
悩
ん
で
い

る
時
に
、
シ
ル
バ
ー
の
看
板
が
目
に

つ
い
て
思
い
切
っ
て
ド
ア
を
開
け
ま

し
た
。
快
く
対
応
し
て
頂
き
、
私
だ

け
が
入
会
す
る
つ
も
り
が
妻
も
勧
め

ら
れ
夫
婦
で
入
っ
た
次
第
で
す
。

　現
在
、
妻
は
半
日
程
度
仕
事
を

し
、
私
は
草
刈
り
作
業
と
茶
園
の
仕

　入
会
の
き
っ
か
け
は
、
退
職
し
て

か
ら
１
年
余
り
、
な
ん
と
な
く
社
会

か
ら
置
い
て
け
ぼ
り
に
な
り
そ
う
な

気
が
し
、
も
う
一
度
自
分
の
居
場
所

を
見
つ
け
た
い
思
い
に
誘
わ
れ
る
ま

ま
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

し
ま
し
た
。
当
時
７
セ
ン
タ
ー
統
合

前
の
霧
島
支
部
で
す
。

　入
会
し
て
「
一
番
若
い
の
だ
か

ら
」
と
の
理
由
で
、
女
性
の
会
の
係

を
引
き
受
け
ま
し
た
。
３
年
交
代
の

は
ず
が
10
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　初
め
て
の
仕
事
は
、
食
器
の
片
付

け
や
、
炎
天
下
で
の
草
取
り
、
室
内

外
清
掃
、
保
育
園
の
保
母
補
助
等
今

ま
で
経
験
し
た
事
の
な
い
仕
事
で
し

た
。　仕

事
で
の
不
安
な
時
、
事
務
所
、

先
輩
会
員
の
方
々
の
協
力
指
導
、
助

言
で
仕
事
が
出
来
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
又
シ
ル
バ
ー
で
の
私
の
立
場
を

一
番
理
解
し
協
力
、
支
え
て
く
れ
た

主
人
に
感
謝
で
す
。

　私
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
て
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

会
社
勤
め
の
頃
は
出
張
が
多
く
、
地

域
の
方
々
と
の
交
流
が
あ
ま
り
無

く
、
定
年
退
職
後
に
自
分
の
興
味
あ

る
剪
定
の
講
習
会
に
参
加
し
た
時
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を

知
り
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
や
健

康
維
持
の
為
に
す
ぐ
入
会
し
ま
し

た
。　現

在
は
、
城
山
公
園
の
管
理
員
と

し
て
、
先
輩
方
に
色
々
と
ご
指
導
を

頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
福

山
シ
ル
バ
ー
と
し
て
地
区
の
剪
定
、

除
草
作
業
等
呼
ん
で
も
ら
っ
て
暑
い

中
会
員
の
方
々
と
頑
張
っ
て
い
ま

す
。　仕

事
ば
か
り
で
な
く
、
初
午
祭
や

夏
祭
り
等
色
々
な
行
事
に
も
参
加
さ

せ
て
頂
く
機
会
も
増
え
た
り
、
本
部

の
委
員
会
の
就
業
開
拓
委
員
も
さ
せ

て
も
ら
っ
た
り
と
勉
強
に
な
り
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
の
高
齢

化
を
感
じ
ま
す
が
、
元
気
な
人
が
多

い
よ
う
で
す
。
私
も
今
の
と
こ
ろ
六

十
代
、
体
の
許
す
限
り
皆
様
に
負
け

な
い
よ
う
に
有
意
義
に
努
め
、
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小川 千鶴子
会員

（霧島地区）

枦山　和人
会員

（福山地区）

10
年
を
振
り
返
っ
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
入
会
し
て

杉田　正
会員

（牧園地区）

シ
ル
バ
ー

人
材
に
夫
婦

で
入
会
し
て

定
時
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

平
成
30
年
５
月
25
日（
金
）　
霧
島
市
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

おめでとうございます
10
年
以
上
就
業
し
て
80
歳
を

迎
え
た
会
員

南
田
吉
文

安
楽
盛
秀

外
薗
敏
博

越
口
哲
也

船
附

　
博

堀
之
内
　英
　喜

原
　田
　美
智
子

窪
和
久
　公
　子

岩
元
勝
美

前
園
佐
市

大
山

　
隆

山
本

　
明

斎
藤
三
男

小
濱

　
泉

小
倉
正
実

（
地
区
）

（
隼
人
）

（
国
分
）

（
隼
人
）

（
隼
人
）

（
国
分
）

（
国
分
）

（
国
分
）

（
隼
人
）

（
溝
辺
）

（
横
川
）

（
牧
園
）

（
霧
島
）

（
福
山
）

（
国
分
）

（
霧
島
市
）

理
事
長

副
理
事
長

〃
常
務
理
事

理
事

〃〃〃〃〃〃〃〃
監
事

〃
霧
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
役
員

氏

　

 

名

役
職
名

最
優
秀
賞

優
秀
賞

慣
れ
と
過
信
は
事
故
の
も
と
、

　 

抜
く
な
省
く
な
確
認
作
業

赤
塚
　
　勝

今
い
ち
度
　
基
本
に
か
え
り

安
全
作
業

小
濵
　幹
雄

一
声
の
注
意
に
　
耳
を
か
た
む
け
て

ふ
せ
ぐ
事
故

冨
吉
　政
茂

山
田
　
伸
洋
（
隼
人
）

医
療
法
人 

親
和
会 

ヒ
サ
ド
メ
歯
科 

様

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ー
ズ
㈲ 

様

セ
ン
タ
ー
運
営
に
対
し
て
、積
極
的
に
協
力
し
、

セ
ン
タ
ー
の
発
展
及
び
会
員
の
福
祉
増
加
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
顕
著
な
企
業

理
事
長
が
特
に
功
績
顕
著
と

認
め
た
会
員

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
鹿
児
島
㈱

国
分
マ
イ
カ
ー
セ
ン
タ
ー

様

会
員
表
彰

発
注
者
表
彰

功
労
者
表
彰

安
全
標
語
優
秀
作
品

平
成
30
年
度

シ
ル
バ
ー
で
は

こ
ん
な
仕
事
も
行
な
って
い
ま
す
【
指
定
管
理
者
施
設
】

黒石岳森林公園
霧 島 市

ドッグラ
ン

キャンプ

施設

　黒石岳（524.7m）の森林を中心にした自
然とふれあい・レクリエーションの公園です。
霧島（国分）市街地から東へ約16㎞、車で所
要時間約30分です。
　山頂からは、南に桜島を始め錦江湾、約
9500年前の縄文時代早期の遺跡が発掘された上野原団地、西に
鹿児島空港、北に霧島連山、東に宮崎県都城市、360度の大パノ
ラマが望める非常に眺望の優れた公園です。四季を通じて、鳥のさ
えずり森林浴ができ、夜の星空も最高、静寂な
心安まる自然公園。

城山公園

隼人等都市公園
隼人町を中心に34の公園の管理を行なって
います。

定時総会

表彰風景

　市街地から車で約5分のところにあ
り，北に霧島連山，南に桜島の雄姿と波
穏やかな錦江湾。そして，眼下に国分平
野を望む高さ192メートルの高台にあ
る公園です。
　園内にはたくさんの桜やツツジが植え
られ，展望台，観覧車，ゴーカート場，
パターゴルフ場，各種遊具施設など子ど
もから大人まで楽しめる施設がいっぱ
い。一日中いても遊び足りない公園で
す。



●講師　NPO法人隼人錦江
　　　　スポーツクラブ
　　　　理事　前サチ子 先生

シルバーきりしま 第12号 10シルバーきりしま 第12号 11

編集後記

　まだまだ猛暑続きの毎日ですが、いかがお過ごしですか？月
並みですが、熱中症にはくれぐれもご注意を。水分補給、睡
眠、バランスの良い食事などなど、ちょっとしたことですが、
普段以上に気を配って体調を崩さないようにしましょう。
　さて、平成30年度の『シルバーきりしま』をお届けさせてい

霧島ひまわりの会

同好会
紹介

での活動

・ひょっとこ踊り

・グラウンドゴルフ

・踊り　・釣り

・外国語会話　・健康マージャン

霧島国分
夏祭り

H30.7.14 (土
)

初午祭
（鹿児島神宮）

H30.3.11(日)

ただきます。紙面作成にあたりご協力頂いた皆様には、この場
を借りて改めて御礼を申し上げます。７月に今年度の広報委員
が集まって以来、委員一同手探りで紙面作りに取り組んで参り
ました。これからもシルバー人材センターをよろしくお願いい
たします。

親睦グラウンド
ゴルフ大会
（横川丸岡公園）

H29.11.16(木)

春の交通安全
キャンペーン
（隼人工業高校前）

H30.4.9(月)

夏バテ予防に
!

ゴーヤジュース
材料（４人分）

・ゴーヤ　1/2本（100g）
・リンゴ　1/4個（100g）
・バナナ　1本　（100g）

作り方
①種をとったゴーヤとリンゴを適宣カットしジューサーに牛乳（豆乳）を300cc入れて混ぜる（30秒）
②皮をむき、カットしたバナナと氷を２・３コ①に入れ、再度混ぜる。（30秒）
③コップにうつし冷たいうちにいただく。

・牛乳または豆乳（300cc）
・ハチミツ　少々
 （入れなくても可）

まだまだ暑
い毎日！

カンタンに作
れるゴーヤ

ジュース。

ぜひご賞味
ください！

霧島市シルバー人材センター（主催）

鹿児島県シルバー人材センター連合会（後援）

隼人地区

全地区

・グラウンドゴルフ

国分地区

・グラウンドゴルフ

溝辺地区

・グラウンドゴルフ

横川地区

・グラウンドゴルフ

牧園地区

シルバーフェスタ
 

 with 女性のつどい

イベント満載！是
非ご来場下さい！

12:00 ～16:30
10.14
平成30年

日

隼人農村環境改善センター【場所】

ビューティー
ショー ジャズ

演奏
『もう一人の自分発見』

講演会

楽しい頭の
リフレッシュ

写真撮影
コーナー

●講師　株式会社 一想
　　　　代表取締役　坂元　慎児 様

●講師　NPO法人隼人錦江スポーツクラブ
　　　　さわやかステップ講師　
　　　　松尾 美穂子 先生

※エンディングノートプレゼント
　　　　　　　　　（300名）

●演題 

プロによるヘアーメイク、お化粧を
行なった後、プロのカメラマンによる
写真撮影を行ないます。

事前予約が必要です

の受付とさせていただきます。
先着 男性20名・女性20名

『私の歩んできた人生』

  スポーツ・
レクリエーション

ハンド
マッサージ
カラー

コーディネート
楽しんで健康寿命をのばしましょう!!

その他

ビンゴ大会

体操
①

体操
② 体験

●展示コーナー
●野菜や果物の販売　　
●小物販売　●無料飲み物コーナー

●豪華賞品あり!

　霧島市シルバー人材センター

では、シルバーの日に合わせて

イベントを開催します。

　今回は色彩コーディネーター

による『自分の色』探しやエン

ディングノートを活用しての終

活講話等を行います。その他に

もいろいろな催しを行いますの

で是非ご来場下さい。

42-8585
お問い合わせ

色彩コーディネーターの仲川智子先生
により、自分に合った色を探し出し、
コーディネートしていただきます。
もう一人の自分を発見して下さい。


